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本論文は， 1 TS C1ntelligent Tutoring System) における学生モデルの生成に関する研究の
成果をまとめたものであり 次の 5 章をもって構成されている。
第 1 章では，本研究の目的および意義について述べ，本研究lとより得られた諸成果を概説した。特 R: ，
学生モデル生成の研究において，モデ‘ル生成機構，およびモデル表現の二点が重要であることを指摘した。





第 3 章では， 1PPS-1 を拡張して開発した 1PPS- lI について述べた。 1PPS- lIは. 1 P P 
S-1 で扱った誤りのうち，誤った類推を対象lとして，説明機能への利用を指向した診断情報を抽出する










1 TS Clntelligent Tutoring System) の研究目的は，教師の持つ知識を計算機上で、表現可能
な形式に整理し，高度な個別教育を実現することにある。このような目的を達成するための最も重要な構
成要素が学生モデルであり，その表現法および生成法を確立することが重要な研究課題となっている。本








(2) 1 P P S 一日では， r原理に戻って教える J とし可う方法の有効性に着目し.乙のような初受法を実現










してこれらの枠組みの有効性を実証している。その結果は， 1 T S の研究ばかりでなく，人工知能の研究
にも寄与すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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